
～地域で国際交流～新城在住外国人の現状
平成19年度しんしろ市の財政状況です!!

8月に長寿医療（後期高齢者医療）制度の被保険者証（保険証）が更新されます

「新城市訪問看護ステーションしんしろ」が7月に開設します

ふるさとの発展を支援「新城ふるさと銀行本店」発起人総会

可燃ごみの袋が変わります

ほのか診察室　皮膚科の病気について

……

……

……

……

……

……

…… http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail  info@city.shinshiro.lg.jp

レンゲ畑で交流会

しおり

こ う し ん
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24-1212

24-0700

36-0002

22-2863

22-1150

24-1777

32-1026

22-0026

22-2861

23-4321

35-0022

22-2266

35-1003

32-3223

32-0020

34-0021

23-6800

24-4026

32-1515

23-7772

32-0020

24-1777

35-1003

23-7772

23-8531

35-0811

24-1661

24-1212

24-0700

24-1661

22-0372

今月の人口
平成20年6月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,705人（－17）

男……… 25,410人 　－9）

女……… 26,295人（  －8）

世帯数…………16,455世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……35人

死亡……57人

転入……88人

転出……86人

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

7月　6日（日）・ 13日（日）

　　20日（日）・ 21日（祝）

　　27日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

8 火 夜

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151
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９
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18
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22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

内山医院

米田内科

森下医院

中村医院

今泉病院

あいきょうクリニック

ほうらいクリニック

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

静巌堂医院

茶臼山厚生病院

今泉医院

ながしのクリニック

荻野医院

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

星野病院

おさだファミリークリニック

荻野医院

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

宮本病院

中根医院

内山医院

米田内科

中根医院

西新町内科整形外科外科医院

海の日

アイデア教室【は】

第19回設楽原決戦場まつり

つくで森の音楽会～風のコンサート～

新城市訪問看護ステーションしんしろ開所

アイデア教室【は】

阿寺の七滝まつり

体育室親子無料開放(午後)【青】

( 平井 )

（平井）

( 布里 )

（的場）

( 栄町 )

(大野田)

( 大野 )

（東新町）

（栄町）

（杉山）

（副川）

( 富沢 )

(玖老勢)

（長篠）

（長篠）

(下吉田)

( 富永 )

(緑が丘)

( 大野 )

( 本町 )

（長篠）

(大野田)

(玖老勢)

( 本町 )

( 川路 )

( 海老 )

（本町）

( 平井 )

（平井）

（本町）

(東新町)

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

4

13

23

金

日

水

夜

昼

夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

15

27

火

日

夜

昼

　5 月 1 日（木）市老人福祉セン

ターへの市道沿い（日吉地内）の

田圃で、「レンゲ」に絡む地域

交流会が開催されました。

 この交流会では、舟着小学校児

童や東部保育園園児、また地域

の皆さんが「レンゲ」のなかで

地域交流をしました。

「レンゲ」に絡む地域交流会

臨時休館【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

市内小中学校修業式

リサイクルフリーマーケット【文】

絵本の読み聞かせ【文】（図）
ツール・ド、新城（～27日）新城総合公園

絵本の読み聞かせ【文】（図）

か ら

た ん ぼ
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近
年
の
著
し
い
国
際
化
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
の
ま
ち
で
も
、

外
国
の
人
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
外
国
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
ん
だ
り
、
遊
ん
だ
り

し
ま
す
。

 
こ
と
ば
が
通
じ
な
い
。
習
慣

が
違
う
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
分

か
ら
な
い
。
ゴ
ミ
の
分
別
や
廃

棄
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。
も

し
も
の
と
き
の
避
難
場
所
っ
て

ど
こ
。
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓

口
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報

が
伝
わ
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
外
国
人
の
状
況
を
知

り
、
一
緒
に
住
む
仲
間
と
し
て

外
国
人
と
の
共
生
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

外国人との共生を考える

～地域で国際交流～

新城在住外国人の現状
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外
国
人
生
活
支
援

　
昨
年
度
は
、
市
が
発
行
す
る
広

報
紙
「
ほ
の
か
」
に
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
2
ペ
ー
ジ
）

を
設
け
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
新
城
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
年
３
回
の
予
定
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
に
よ
る
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

商
工
会
へ
冊
子
配
布

　
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
外
国
人

労
働
者
が
い
ま
す
。
商
工
会
や
教

会
、
外
国
人
の
利
用
す
る
店
な
ど

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
お
よ
び
中
国
語

の
情
報
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
の
学

校
や
保
育
園
の
依
頼
を
受
け
て
、

遠
足
や
行
事
の
案
内
を
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
に
翻
訳
し
ま
し
た
。

共
生
へ
の
取
り
組
み

新
城
市
国
際
交
流
協
会

平成20年5月1日　性別比

　
市
の
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
、
約
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
市
民
課
に
届
出
の
あ
る
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
す
る
と
、
国
籍
別
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
出

身
者
が
多
く
、
年
齢
別
で
は
、
20
代
か
ら
30
代
の
働
き
盛
り
の
年
代
が
多
い
よ
う
で
す
。
男

性
と
女
性
の
比
率
は
、
ほ
ぼ
半
々
で
す
。
20
歳
未
満
の
子
ど
も
が
170
人
い
ま
す
。
こ
の
状
況

の
も
と
、
市
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

男 性

545人

50.4%

女 性

536人

49.6%

その他
68人　6%

613人

57%

20歳～39歳
680人　63%

40歳～59歳
194人　18%

1歳～19歳
170人　16%

60歳以上
37人　3%

韓国・北朝鮮人
39人　4%

ペルー人
44人　4%

フィリンピン人
69人　6%

248人

23%

平成20年5月1日
市内在住外国人数

1,081人
年齢別（内枠）

国籍別（外枠）

※新城市の統計・データより

ブ
ラ
ジ
ル
人

中
国
人

5 広報しんしろ 2008.7

　
協
会
で
は
、
日
本
語
の
分
か
ら

な
い
外
国
人
の
各
種
相
談
に
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
の
阿
部
真
理
愛

さ
ん
を
相
談
員
に
、
外
国
人
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
税
務
相
談
や
保
育

園
入
園
手
続
き
な
ど
、
1
年
間
で

39
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
、
「
分
か
り
に

く
い
日
本
の
シ
ス
テ
ム
を
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
説
明
し
て
く
れ
る
の
で

大
変
助
か
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
開
設

し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

時
　
間

　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

　
午
後
１
時
〜
5
時

場
　
所

　
新
城
市
役
所
東
庁
舎
ロ
ビ
ー

相
談
員

　
阿
部
真
理
愛
さ
ん

　
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
）

対
応
言
語

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　私は、10年前に日本人と結婚して日本

に来ました。そこで感じたことは、日本

は、社会制度が充実しており、とても暮

らしやすい国だということです。

　しかし、私と同じくブラジルから来た

人の中には、日本語が話せないため、そ

んな日本の利点を十分生かすことができ

ない人がいます。

　日本語が話せないブラジル人たちは、

ブラジル人同士でかたまり、自分たちだ

けの社会をつくり、日本人社会から隔絶

してしまう傾向がみられます。

　私の両親は日本からの移民です。ブラ

ジルでは、家庭で日本語を話し、日本語

とポルトガル語を使って生活してきまし

た。そんな経験を生かし、ブラジル人と

日本人との架け橋になれたらいいと考え、

この仕事を引き受けることにしました。

　ブラジル人が市役所の手続きをスムー

ズに行えるようお手伝いしていきたいと

思います。

外
国
人
無
料
相
談
窓
口

ブラジル人が日本社会に溶け込める
ように、がんばっていきたいです。

相談員　阿部真理愛さん（乗本）

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
平
成
19
年
５
月
５
日
、
新
城
文

化
会
館
は
な
の
き
広
場
で
、
国
際

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市

内
に
住
む
外
国
籍
住
民
が
企
画
し

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
7
カ
国
の

民
芸
品
や
食
べ
物
、
音
楽
、
ダ
ン

ス
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ
め
、
各
国

の
参
加
者
が
と
も
に
楽
し
み
ま
し

た
。

市
内
で
の
交
流
会

昨
年
度
実
績

あ　 べ　 ま　　り 　あ

あ

べ

ま

り

あ
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い
ま
、
市
内
に
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
人
の
出
身
国
は
、
全
部
で
22
カ
国
を
数

え
ま
す
。
北
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
南
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
、
文
字
通
り
世

界
中
か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
。
国
が
違
え
ば

文
化
や
習
慣
も
違
う
よ
う
に
、
日
本
や
こ

こ
新
城
市
に
対
す
る
感
じ
方
も
人
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
。
日
本
人
が
日
ご
ろ
か
ら

「
あ
た
り
ま
え
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
、

実
は
外
国
の
人
に
と
っ
て
は
と
て
も
困
っ

た
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
逆
に
も
の
す
ご
く

魅
力
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
り
。

　
そ
こ
で
今
回
、
私
た
ち
市
民
編
集
委
員

は
、
市
内
に
在
住
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

人
を
訪
問
し
、
「
今
の
新
城
の
良
い
ト
コ
・

困
る
コ
ト
」
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　20年前、日本人の夫とアメリカで出会い、結

婚して来日しました。当時は、まだこの辺りで

は外国人は珍しく、英語が通じるところも少な

かったので苦労しました。今は外国人も増えた

ようですが、日本語が分からない人にとっては

困ることもまだあります。例えば病院。看板の

診療科目が読めないのでどこへ行けばよいのか

分からないんです。せめてフリガナがあれば、

辞書を使って調べられるのですが。それと、子

どもの教育環境。放課後の学童保育の時間を使

って、日本語を学んだり文化や習慣の違いを理

解できるような取り組みが何かできないかしら。

Elizabeth Sugiura
杉浦エリザベスさん

出身国：アメリカ合衆国
来日暦：20年
職　業：英語講師

　８年前に車の整備士として浜松市に来ました。

それまでにも他のアジアの国々を訪れたことが

あったので、日本に来てもそれほど文化や習慣

の違いに戸惑いはなかった。けど、新城市に引

っ越してきて驚いたのは、住んでいる人同士が

みんな知り合いなこと。すごく小さなまちだな

と思ったけど、それがこの静かで平和的な環境

をつくってるんだと思った。ただ、時々静か過

ぎて寂しいけど（笑）。新城は緑が多くていいと

こだけど、学校に芝生がないのはなぜ？あと公

園も少ないね。僕には選挙権がないけど《税金

は払ってるのに（怒）》、もしあればそういう政

策の人に投票したいね！

Grant Miller
グラント ミラーさん

出身国：ニュージーランド
来日暦：8年
職　業：英会話教室経営

　私は日系3世です。妻は2世です。息子は中学

1年生、娘は小学6年生です。1991年に父といっ

しょに来日しました。日本は大きな都市ばかり

だと思ってたら、新城は私の故郷と同じぐらい

小さなまちでビックリしました。けど、日本は

小学校からしっかり勉強するし、私は音楽が大

好きなのですが、日本には音楽の授業もあるの

で（ブラジルにはない）、子どもは絶対に日本の学

校に行かせたいと思い、新城で暮らすようにな

りました。子どもたちが大学を卒業するまでは

いたいと思います。その後は妻と話し合って決

めますが、ここは私の大好きな山も緑もあるの

で落ち着くから気に入ってます。

Barros Familiara
バホス家
出身国：ブラジル連邦共和国
来日暦：16年
職　業：ブラジル弁当販売

Hello!Hello!

Kia Ora!Kia Ora! Boa tarde!Boa tarde!

広報しんしろ 2008.77

（どこの国か分かるかな？）

　知人のパーティーで妻と知り合い、結婚を機

に妻の故郷である新城に来ました。以前から、

伝統と文化のある日本の暮らしにとても興味が

あったので、すごく楽しみでした。けれど、実

際は生活様式や習慣などスウェーデンとあまり

変わらないことが分かり、ちょっとガッカリ（笑）。

日本ではあまりホームパーティーをしないのも

残念。長期休暇をとるのも難しいようだし、み

んなもっと「ゆっくり」すればいいのに。今、

市内の小学校で英会話を教えていますが、新城

の子どもたちは人の話をよく聞くし、とても優

秀だと思います。だから、恥ずかしがらずにも

っと英会話を楽しみましょう。

Mikael Andersson
ミカエル アンデションさん

出身国：スウェーデン王国
来日暦：3年
職　業：英会話講師

　外国人研修・技能実習制度を利用して山東省

の威海から日本に来ました。来る前は、日本は

技術が進んでいる国という漠然としたイメージ

でした。来てみると、新城の人は優しいし、自

然はいっぱいあるし、まるで自分の家にいるの

と同じような気持ちになれます。空気もオイシ

イし、交通マナーもいいし、特に困ることもな

くて本当にいいところだと思います。休みの日

は、近くのスーパーにお買い物に行ったり、桜

淵公園に行ったり、あとテレビを見て過ごして

います。最近のお気に入りは、韓国ドラマです！

　研修制度は3年間なので、残り後 7カ月しか

ないけど、仕事をがんばりたいと思います。

劉海霞さん

スン イェン シャ

アルゼンチン共和国・バングラディッシュ人民共和国・カナダ・チリ共和国

コロンビア共和国・エルサルバドル共和国・アイルランド共和国・インドネシア共和国

大韓民国・朝鮮民主主義人民共和国・イタリア共和国・パラグアイ共和国

ペルー共和国・フィリピン共和国・タイ王国・ミャンマー連邦

リュウ ハイ シャ
孫燕霞さん

出身国：中華人民共和国
来日暦：2年5カ月
職　業：研修生

　　　　　市民編集委員から一言
　「コミュニケーション」、今回の取材を通し

て最もよく耳にした言葉だ。日本人とコミュニ

ケーションする難しさに、みな頭を悩ましてい

る。元来、照れ屋で控え目な日本人の性格も災

いしているのだろうが、やはり「言葉の壁」の

問題は大きいようだ。小学校での英語教育の是

非が議論されたことがあるが、やはり言葉は話

せないより話せた方がいいな、と素直に思った。

今からでも間に合うかな（汗）。

その他の外国人登録者の出身国

　日本は製造業が進んでいるので、技術や知識

を身につけたくて来ました。将来はそれを活か

してベトナムで会社をつくって、国の発展の力

になりたいと思ってます。新城に来て最初に驚

いたのは、車が多いのと電車が走ってること。

ベトナムではバイクかバスがほとんどだから。

　日本語は来る前に少し勉強してきたけど、ま

だよく分かりません。難しい…。なので、休日

に買い物に行ったりテレビを見たりするときも、

いつも辞書を手に持って、分からない言葉はす

ぐに調べるようにしています。まだ、来たばか

りで困っていることはそんなにないけれど、早

く日本の友だちができるとうれしいです。

Tran Le Cao Nguyen
チャン レ カオ グエンさん

出身国：ベトナム社会主義共和国
来日暦：3カ月
職　業：技術者（金型設計）

Xin chao!Xin chao!

Hej!Hej! �好�好

シャントン

ウエイハイ
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歳　　　　入 予 算 現 額 収 入 済 額 予 算 現 額 支 出 済 額歳 　 　 　 出

市 　 　 　 　 　 税 74億1,787万円

31億6,553万円

35億9,350万円

2億5,661万円

4億223万円

45億9,664万円

43億480万円

21億6,482万円

13億459万円

10億8,261万円

9億9,694万円

5億1,400万円

19億9,499万円

57億3,483万円

46億4,592万円

28億6,562万円

24億9,938万円

21億9,907万円

20億9,626万円

20億7,306万円

11億752万円

11億5,560万円

26億5,597万円

29億7,148万円

28億827万円

18億6,274万円

17億6,896万円

12億5,127万円

16億2,400万円

7億3,355万円

10億2,677万円

72億1,956万円

29億6,637万円

36億2,474万円

2億2,750万円

4億95万円

47億6,394万円

15億6,130万円

8億7,230万円

6億4,243万円

9億7,048万円

9億9,694万円

5億1,203万円

18億5,566万円

地 方 交 付 税 � 

市 債 � 

国 庫 支 出 金 � 

県 支 出 金 � 

諸 収 入 � 

繰 越 金 � 

地 方 消 費 税 交 付 金 � 

そ の 他 � �

市 民 税

固 定 資 産 税

都 市 計 画 税

そ の 他

総 務 費 �

民 生 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

消 防 費 �

土 木 費 �

教 育 費 �

農林水産業費�

そ の 他 �

内
　
　
訳

収入済総額

193億9,463万5,630円予算総額

243億7,726万円 支出済総額

167億301万4,973円

平成19年度決算額は、12月号で報告します。

皆さんのために使われたお金�

32万2,901円

企業会計
70億3,196万円

特別会計
108億5,745万円

一般会計
260億3,065万円

皆さんが負担した市税�

13万9,568円

市民一人あたりの市税の負担状況市債の状況（平成19年度末現在残高見込み）

万円
35

30

25

20

15

10

5

0

財政課　☎23‐7616

平成20年3月31日現在の市の家計簿をご覧ください。

《収入・支出済総額に4月、5月分の収入･支出額が加えられ決算額となります》

平成19年度

■本●問

広報しんしろ 2008.79

歳　　　　　入 予 算 現 額

予算現額

執行率（%）

収 入 済 額

収入済額

予算現額

執行率（%）

支出済額

支 出 済 額

予 算 現 額区 　 　 分会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額

46億1,170万円

47億6,684万円

37億1,183万円

1億9,986万円

13億3,533万円

6億6,562万円

11億1,298万円

920万円

7,985万円

44億423万円�

7億2,547万円�

8億3,788万円�

8億8,685万円�

1,158万円�

200万円�

2億7,525万円�

0万円�

34億3,164万円

11億6,756万円

8億39万円

4億3,322万円

1,203万円

0万円

2億6,092万円

0万円

42億8,287万円

6億6,320万円

7億6,006万円

6億7,656万円

947万円

104万円

2億6,092万円

0万円

39億2,392万円�

41億5,984万円�

28億8,212万円�

1億8,259万円�

4億6,008万円�

3億3,452万円�

8億1,593万円�

563万円�

5,281万円�

41億7,056万円

43億5,977万円

30億9,308万円

1億7,216万円

6億9,047万円

3億4,124万円

10億4,201万円

631万円

5,050万円

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 事 業 �

国 民 健 康 保 険 診 療 所 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

公 共 下 水 道 事 業 �

地 域 下 水 道 事 業 �

宅 地 造 成 事 業 �

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

新 城 市 民 病 院 事 業 �

 

水 道 事 業 �

 

工 業 用 水 道 事 業 �

 

農 業 共 済 事 業 �

164億9,321万円

71億4,326万円 61億576万円 66億5,412万円

128億1,744万円� 139億2,610万円

特 別 会 計

企 業 会 計

特　別　会　計　合　計�

企　業　会　計　合　計�

市税

地方
交付税

市債

国庫
支出金

県支出金

諸収入

繰越金

地方消費税
交付金

その他

総務費

民生費

公債費

衛生費

消防費

土木費

教育費

農林
水産業費

その他

97.3%

103.6%

40.3%

49.2%

89.6%

100.0%

99.6%

93.0%

36.3%

46.3%

64.0%

98.0%

74.5%

80.4%

59.7%

78.3%

66.2%

88.9%

0                 20                 40                60   　  　　　 80億円 0           　　20          　   40  　     　   60億円
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�
今
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限

　
は
７
月
31
日

（木）
で
す
。
有
効
期
限

　
を
過
ぎ
た
保
険
証
で
８
月
以
降
、

　
医
療
機
関
に
受
診
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に

　
転
送
不
要
の
配
達
記
録
郵
便
（
郵

　
便
局
に
転
送
依
頼
さ
れ
て
い
る
場

　
合
で
も
配
達
は
さ
れ
ま
せ
ん
）
で

　
お
送
り
し
ま
す
。（
配
達
記
録
郵
便

　
は
、
お
受
取
り
の
際
に
押
印
か
署

　
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　
不
在
の
際
に
は
、
郵
便
受
け
に
案

　
内
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
郵

　
便
局
に
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い

　
た
だ
く
か
、
直
接
郵
便
局
で
受
け

　
取
り
を
し
て
く
だ
さ
い
）

　
※
郵
便
局
で
の
留
置
期
間
（
案
内

　
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
間
）
を

　
　
過
ぎ
る
と
保
険
証
は
市
役
所
に

　
　
返
還
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
市

　
　
役
所
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

　
　
古
い
保
険
証
を
持
っ
て
担
当
窓

　
　
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保

　
険
証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
送
付
先
変
更

　
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。
（
た
だ
し
、
一
度
提
出
し

　
て
い
た
だ
い
た
方
は
改
め
て
申
請

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

�
保
険
証
の
色
が
水
色
か
ら
桜
色
に

　
変
わ
り
ま
す
。
（
保
険
証
は
住
所

　
の
書
か
れ
た
台
紙
に
貼
っ
て
あ
り

　
ま
す
）

　
※
古
い
水
色
の
保
険
証
は
8
月
以

　
　
降
、
市
役
所
に
お
越
し
の
際
に

　
　
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
・
標
準
負
担
額
認
定
証
（
限

度
額
証
）
も
更
新
さ
れ
ま
す
。

�
今
お
使
い
の
限
度
額
証
の
有
効
期

　
限
は
７
月
31
日

（木）
で
す
。

�
限
度
額
証
の
対
象
者
は
非
課
税
世

　
帯
の
方
で
す
。

　
※
限
度
額
証
に
よ
り
区
分
Ⅰ
の
方

　
は
入
院
１
食
あ
た
り
100
円
、
区
分

　
Ⅱ
の
方
は
入
院
１
食
あ
た
り
210
円

　
（
90
日
を
越
え
る
入
院
の
場
合
は

　
160
円
に
な
り
ま
す
）

�
限
度
額
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必

　
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

　
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

島
田
洋
七
　
７
月
26
日

（土）

「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で
生

き
ん
し
ゃ
い
！
」

　
タ
レ
ン
ト
　
１
９
５
０
年
広
島
県

広
島
市
で
生
ま
れ
。
書
籍
”か

ば
い
ば

ぁ
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

“
を
出
版
さ
れ

活
躍
中
。

家
田
荘
子
　
８
月
30
日

（土）

「
取
材
現
場
か
ら
」
〜
私
の
出
逢
っ

た
人
た
ち
〜

　
作
家
。
本
人
に
会
っ
て
取
材
を
し
、

真
実
を
伝
え
る
「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
」
作
品
に
定
評
が
あ
る
。

宮
本
延
春
　
９
月
６
日

（土）

「
未
来
の
き
み
が
待
つ
場
所
へ
」

教
諭
。
現
在
は
、
母
校
で
あ
る
豊
川

高
校
に
て
教
師
。

　
新
城
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

　
午
後
２
時

　
３
回
通
し
券
　
２,
０
０
０
円

　
１
回
券
　
各
回
１,
０
０
０
円
（
当

　
日
券
の
み
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生
・

　
高
校
生
無
料

聴
講
券
取
扱
所

　
新
城
文
化
会
館
・
新
城
市
文
化
協

　
会
・
新
城
青
年
会
議
所
・
設
楽
原

　
歴
史
資
料
館
・
長
篠
城
址
史
跡
保

　
存
館
･
作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

　
ー
・
市
教
育
委
員
会
文
化
課

■本
●申
●問

保
健
医
療
課
　
☎
23
‐
7
6
2
5

■本
●問

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

■鳳

市
民
福
祉
課
 
☎
32
‐
1
9
8
1

■作

市
民
福
祉
課
 
☎
37
‐
2
2
1
1

●時 ●所●￥

島田 洋七

家田 荘子

宮本 延春

し
ま

だ

　

よ
う

ひ
ち

い
え

だ

　

　

し
ょ
う

こ

み
や

も

と

　

ま
さ

は
る



11 広報しんしろ 2008.7

ShinshiroShinshiro
市の大切なお知らせをお届けします

●問

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
病
院
で

訪
問
看
護
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

該
当
し
な
い
た
め
、
利
用
で
き
る
方

は
主
治
医
が
新
城
市
民
病
院
の
医
師

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
る
訪
問
看
護
を

目
指
し
、
７
月
１
日
に
「
新
城
市
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
し
ん
し
ろ
」

を
市
民
病
院
４
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
保
健
・

医
療
・
福
祉
関
係
者
が
連
携
を
と
り

あ
っ
て
、
利
用
者
が
在
宅
で
安
心
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

�
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
し
く
み

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
看
護

師
が
管
理
者
と
な
り
、
主
治
医
か
ら

の
指
示
の
も
と
介
護
支
援
専
門
員
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
在
宅
療
養
さ
れ

て
い
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

利
用
料
は
、
医
療
保
険
制
度
、
介
護

保
険
制
度
の
本
人
負
担
分
な
ど
が
か

か
り
ま
す
。

�
利
用
で
き
る
方
は
市
内
に
住

　
所
を
有
す
る
次
の
方
で
す

・
血
圧
、
体
温
、
脈
拍
な
ど
の
病
状

　
観
察
が
必
要
な
方

・
清
潔
の
保
持
、
食
事
お
よ
び
排
泄

　
な
ど
療
養
生
活
に
不
安
の
あ
る
方

・
病
気
や
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
寝
た

　
き
り
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
や
、

　
寝
た
き
り
の
方

・
床
ず
れ
の
予
防
や
処
置
、
リ
ハ
ビ

　
リ
な
ど
が
必
要
な
方

・
在
宅
で
医
療
処
置
を
必
要
と
し
、

　
医
療
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
に
不

　
安
の
あ
る
方

・
認
知
症
の
方

・
在
宅
で
の
看
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方

　
そ
の
他
、
年
齢
に
関
係
な
く
病
気

　
や
障
害
を
も
っ
て
ご
家
庭
で
生
活

　
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
利
用
い
た
だ

　
け
ま
す
。
訪
問
看
護
に
つ
い
て
の

　
ご
質
問
、
ご
相
談
な
ど
お
気
軽
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
城
市
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
し
ん
し
ろ

☎
23
‐
7
8
8
0

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　�
23
‐
７
６
２
3

※都合により番組内容を変更
　する場合があります。

（
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
に
番
組
入
れ
替
え
）

放

送

日
�

　
　
　
あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）
�

　
　
　
つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）
　
”ホ

ッ
“と
情
報
（
2
分
）

6
月
25
日
〜
7
月
2
日

7
月
2
日
〜
9
日

7
月
9
日
〜
16
日

7
月
16
日
〜
23
日

7
月
23
日
〜
30
日

7
月
30
日
〜
8
月
6
日

第
8
回
つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭

新
城
市
総
合
計
画
、
市
政
報
告
・
懇
談
会

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

中
学
校
夏
季
体
育
大
会

親
と
子
の
環
境
講
座

ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

東
郷
東
小
学
校
①

東
郷
東
小
学
校
②

東
郷
東
小
学
校
③

東
郷
東
小
学
校
④

開
成
小
学
校
①

開
成
小
学
校
②

健
康
課
④

環
境
課
①

環
境
課
②

生
活
衛
生
課
①

生
活
衛
生
課
②

生
活
衛
生
課
③

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
亀
姫
」

毎日5回、15分間放送

（内容は、1週間ごとに更新）

①午前8時　②午後1時

③午後4時　④午後7時

⑤午後11時

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
で
は
、
地
域
の
出
来
事
、
身
近
な
話
題
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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5
月
6
日

（火）
市
役
所
で
、
「
新
城

ふ
る
さ
と
銀
行
本
店
」
の
発
起
人
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
新
城
ふ
る
さ
と
銀
行
本
店
」

　設
立
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
18
年
８
月
、
旧
長
篠
中
学
校

（
旧
鳳
来
町
）
を
昭
和
32
年
に
卒
業

し
た
、
元
大
手
筋
の
ミ
シ
ン
販
売
会

社
社
長
の
伊
藤
利
男
氏
、
早
稲
田
大

学
法
科
大
学
院
教
授
で
弁
護
士
の
梶

村
太
一
氏
、
労
働
組
合
全
国
組
織
の

幹
部
を
務
め
た
松
井
光
広
氏
の
3
人

か
ら
市
に
、
「
ふ
る
さ
と
の
た
め
に

何
か
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
申
し

出
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。

　
市
で
は
、
人
材
登
録
制
度
「
新
城

ふ
る
さ
と
銀
行
本
店
」
を
設
け
、
平

成
19
年
2
月
か
ら
会
員
募
集
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
通
じ
て

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
3
人
は
す
で
に
登
録
済
み
で
、
こ

の
日
は
新
た
に
５
人
の
会
員
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
す
で
に
、
人

事
評
価
の
あ
り
方
や
観
光
施
策
な
ど

の
提
言
が
あ
り
、
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。

　最
近
の
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　

部
長
級
研
修
会

　
昨
年
4
月
に
は
市
職
員
の
部
長
級

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
き
、
経

営
に
詳
し
い
伊
藤
利
男
氏
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

市
の
人
事
制
度
見
直
し

　
市
の
人
事
制
度
を
見
直
す
た
め
に
、

労
働
組
合
の
幹
部
を
務
め
人
事
制
度

に
精
通
す
る
松
井
光
宏
氏
か
ら
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

 募
集
中
!!

「
新
城
ふ
る
さ
と
銀
行
本
店
」
 

 
会
員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
　
　

〜
人
材
登
録
バ
ン
ク
〜
　
　

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
「
新
城
」
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
「
新
城
ふ
る
さ
と
銀
行
本

店
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
銀
行
は
、
市
に
ゆ
か
り
が
あ

り
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
第

一
線
を
退
か
れ
た
方
の
豊
富
な
知
識

や
経
験
を
、
「
外
か
ら
み
た
ふ
る
さ

と
新
城
」
の
ま
ち
づ
く
り
や
ま
ち
の

活
性
化
な
ど
に
ご
提
言
を
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
地
域
に
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　
活
動
内
容
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

個
々
に
、
ま
た
相
互
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
ま

た
は
、
皆
さ
ん
の
親
せ
き
、
お
知
り

合
い
で
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

方
が
み
え
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
住
所
、
略
歴
、
電
話
番
号

（
紹
介
の
場
合
は
、
紹
介
者
の
氏
名
、

連
絡
先
）
を
記
入
し
、E

‐m
ail in

fo@

city
.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

ま
た
は
郵
送
で

じ
ょ
う
ほ
う
課
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
随
時
、
市
政
へ
の
意
見
交
換
会
や

交
流
会
の
ご
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

ご
都
合
の
つ
く
範
囲
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
会
員
の
方
に
は
、
ご
希
望
に
よ
り

毎
月
広
報
「
ほ
の
か
」
を
送
付
し
ま

す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
し
て
い

た
だ
く
こ
と
。

１

市
政
へ
の
提
言
お
よ
び
情
報
提
供

２

友
人
、
知
人
な
ど
へ
の
市
の
Ｐ
Ｒ

３
そ
の
ほ
か
市
の
活
性
化
、
発
展
の

　
た
め
の
ご
協
力
な
ど
。

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

い

と

う

と

し

お

か
じ

む
ら

た
　
い
ち

ま

つ

い

み

つ

ひ

ろ
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医
王
寺
と
武
田
勝
頼
本
陣
地

　
医
王
寺
は
永
正
11
（
１
５
１
４
）

年
開
山
の
曹
洞
宗
の
名
刹
で
、

本
尊
は
薬
師
如
来
で
す
。
寺
の

裏
手
に
あ
る
医
王
寺
山
（
標
高

120
メ
ー
ト
ル
）
は
、
天
正
３
（
１

５
７
５
）年
の
長
篠
の
戦
い
の
時
、

武
田
勝
頼
が
本
陣
を
置
い
た
と

こ
ろ
で
、
国
指
定
史
跡
「
長
篠

城
跡
」
を
は
じ
め
、
市
指
定
史

跡
「
馬
場
美
濃
守
信
房
の
墓
」
、

「
鳶
ケ
巣
砦
」
跡
な
ど
武
田
軍

陣
地
の
全
部
が
展
望
で
き
る
位

置
に
あ
り
、
本
堂
の
前
に
は
「
武

田
勝
頼
本
陣
跡
」
の
石
碑
が
建

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
門
の
前
に
は
弥
陀

池
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
長
篠
の

戦
い
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
「
片

葉
の
葦
」
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
決
戦
前
夜
の
こ
と
、
勝
頼
の

枕
元
に
白
髪
の
老
人
が
立
ち
、「
明

日
の
決
戦
は
無
謀
だ
、
戦
い
を

や
め
て
故
郷
に
帰
り
な
さ
れ
」

と
い
さ
め
た
と
こ
ろ
夢
う
つ
つ

に
勝
頼
は
と
っ
さ
に
傍
ら
の
太

刀
を
と
り
、
老
人
の
肩
口
に
斬

り
つ
け
ま
し
た
。
老
人
は
煙
の

よ
う
に
消
え
ま
し
た
が
、
翌
朝
、

弥
陀
池
の
葦
が
す
べ
て
片
葉
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
池
の
ほ
と
り
に
は
、

「
忠
言
元
耳
に
逆
ら
う
ひ
と
は

　
　
　

反
求
の
深
さ
を
要
す

　

片
葉
千
秋
の
恨
み
誰
が
為
に

　
　
　
　
　

心
を
尽
く
す
」

と
書
か
れ
た
横
山
良
仙
作
の
漢

詩
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
庫
裏
に
あ
る
医
王
寺
民
俗
資

料
館
に
は
、
長
篠
の
戦
い
で
使

わ
れ
た
武
田
軍
の
遺
品
で
あ
る
兜
、

陣
茶
釜
、
槍
、
硯
、
矢
じ
り
の
他
、

農
具
や
教
科
書
な
ど
多
数
の
民

俗
資
料
と
日
本
最
長
の
大
断
層
・

中
央
構
造
線
の
通
る
奥
三
河
の

鉱
物
や
岩
石
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

医王寺本堂

左から穂積亮次市長・請井光二さん・荻野暉旺さん

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

�

　総合的な学習における栽培活動「ふるさと

の食を知る」の一環として、こんにゃく芋の

植え付けが、新城高等学校教頭夏目安勝氏の

指導の下、5 月 2日（金）千郷中学校の 3 年Ａ

組生徒によって行われました。

　黒沢田楽とは、鳳来地区の北東、静岡県境に位置

する七郷一色黒沢地区の伝統行事です。

　この黒沢田楽の保存、伝承をしている黒沢田楽保

存会が、4 月 21日（月）に第 16 回全税共地域文化賞（伝

統芸能分野）を受賞しました。

　4 月 25日（金）、保存会の請井光二さんと荻野暉旺

さんが、穂積市長へ受賞報告に訪れました。

　「黒沢地区は戸数 7 戸と少なく、いつまで田楽を続

けられるか分からないができる限り存続させていき

たい」と請井さんは、話していました。

※全税共地域文化賞とは、財団法人全国税理士共栄会文化財

　団が、毎年 4 月、優れた芸術文化に授与している賞です。

4／25�

5／ 2�
千郷中学校

て る おみ つ じ

な つ め や す お

ば

　

ば

　

み

の

の

か

み

の

ぶ

ふ

さ

と

び

が

　

す

と
り
で

た

け

だ

か

つ

よ

り

い

け

み
　
だ

が
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手
づ
く
り
展

　
手
仕
事
の
好
き
な
主
婦
た
ち
が

手
提
げ
袋
・
壁
掛
け
・
テ
ー
ブ
ル

セ
ン
タ
ー
な
ど
な
ど
、
思
い
思
い

に
作
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
中
の
水
曜
日
と
土
曜
日
に
は
、

小
物
作
り
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
要
・
材
料
費

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
７
月
２
日

（水）
〜
31
日

（木）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館
し
ま
す
の
で
、
23

　
日
は
振
替
休
館
と
な
り
ま
す
。

観
来
館
7
月
の
展
示

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

　

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
４
４
１
‐
１
９
４
４

　
新
城
市
門
谷
字
森
脇
６

貝
塚
と
博
物
館
見
学

　
７
月
６
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
田
原
市
吉
胡
貝
塚
資
料
館
、
豊

　
橋
市
自
然
史
博
物
館

　
鳳
来
総
合
支
所
、
新
城
市
市
役

　
所
駐
車
場

　
大
人
2,
5
0
0
円
、
小
中
学

　
生
1,
5
0
0
円

　
50
人
（
バ
ス
利
用
）

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分
野
）

　
申
し
込
み
は
E
メ
ー
ル
・
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
ま
た
は
往
復
は
が
き
で

子
ど
も
自
然
講
座

「
食
べ
ら
れ
る
植
物
、
薬
に
な
る

植
物
」

　
７
月
20
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
鳳
来
寺
山
麓
博
物
館
周
辺

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
小
・
中
学
生

　
300
円

　
20
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
軍
手

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員（
三
津
井
宏
）

「
金
鳳
石
で
硯
を
作
ろ
う
」

　
７
月
23
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
鳳
来
寺
山
麓
博
物
館
周
辺

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
小
・
中
学
生

　
300
円

　
20
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員（
横
山
良
哲
）

　
申
し
込
み
は
E
メ
ー
ル
・
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
ま
た
は
往
復
は
が
き
で

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

　
７
月
27
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
時
間
内
で
い
つ
で
も
相
談
で
き

　
ま
す
。

　
鳳
来
寺
山
麓
博
物
館
学
習
室

　
三
河
生
物
同
好
会
員

　
申
し
込
み
は
E
メ
ー
ル
・
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
ま
た
は
往
復
は
が
き
で

第
19
回

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

　
433
年
前
の
「
あ
の
日
」
の
、
「
あ

　
の
場
所
」
で
、
戦
国
武
者
を
偲

　
び
ま
す
。

・
旧
暦
の
5
月
21
日
は
現
在
の
7

　
月
上
旬

・
長
篠
城
か
ら
豊
川
を
渡
っ
て
決

　
戦
の
設
楽
原
へ

　
古
戦
場
の
数
多
い
塚
を
守
り
続

　
け
て
き
た
“地
域
の
心

”
が
、

　
新
し
い
「
あ
し
た
」
を
探
す
た

　
め
の
“ま
つ
り
”
で
す
。

　
①
鎮
　
魂
…
…
戦
没
者
の
慰
霊

　
②
子
ど
も
武
者
…
歴
史
の
学
習

　
③
火
縄
銃
…
…
…
鉄
砲
の
検
証

三
つ
の
歌

・
勝
頼
夫
人
の
辞
世
（
法
要
の
中
）

・
設
楽
原
古
戦
場
（
法
要
の
中
）

・
篠
笛
”

戦
国

“
（
行
列
の
後
）

　
地
元
の
特
産
品
展
を
開
催
し
ま

　
す
。
（
資
料
館
横
の
駐
車
場
で

　
午
後
２
時
ま
で
）

・
設
楽
原
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料

　
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
☎
22
‐
0
6
7
3

内 　 容 ・ 場 　 所

第19回 設楽原決戦場まつり

時　　間

戦没者慰霊法要（信玄塚）

創作演舞　東郷東小学校1・2年生（資料館前）

手作り甲冑の子ども武者行列　
東郷西小学校・東小学校、東郷中学校、
長篠・設楽原鉄砲隊（設楽原決戦場）

決戦太鼓と火縄銃演武
地元太鼓、長篠・設楽原鉄砲隊（馬防柵）

午前9時30分

午前10時45分

午前11時30分

午前11時

7
月
6
日

（日）
　
小
雨
決
行

●申

●申

●申

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●所

●対

●他

●集

す
ず
り

き

ん

ぽ

う

せ

き

●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん

●時

●￥

●￥

●他

●他

●持

●持

●定

●定

●講

●講●対●￥●他 ●持 ●定●講

●講

●所

●所

●所

●em●時

●時

●時

●所 ●時

●問
●申

●時 ●問

●内●他

せ ん ぼ つ し ゃ い れ い ほ う よ う

え ん ぶ

む し ゃ ぎょうれつかっちゅう
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平
成
20
年
度

第
１
回
「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
愛
知
県
で
は
全
58
巻
の
愛
知
県

史
の
編
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
江
戸
時
代
の
東
三

河
地
域
の
資
料
を
ま
と
め
「
資
料

編
19
　
近
世
５
　
東
三
河
」
と
し

て
発
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
に
は
、
東
三
河
地
域
の

特
色
を
生
か
し
、
当
時
の
人
々
の

生
活
が
描
き
出
せ
る
資
料
を
中
心

に
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
広
く
県
民
の
み
な

さ
ま
に
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
本

編
の
編
集
を
担
当
し
た
愛
知
県
史

編
さ
ん
委
員
に
よ
る
「
愛
知
県
史

を
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
８
月
２
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
開
場
　
12
時
30
分
）

　
愛
知
大
学
　
記
念
会
館
　
３
階

　
小
講
堂

　
200
人
（
先
着
順
）

　
「
江
戸
の
大
動
脈
東
三
河
」

　
前
専
修
大
学
教
授

　
青
木

美
智
男

氏

　
中
部
大
学
准
教
授

　
篠
宮

雄
二

氏

　
名
古
屋
大
学
教
授

　
池
内

敏

氏

　
一
宮
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
小
川

一
朗

氏

　
７
月
１
日

（火）
よ
り
電
話
に
て

　
受
付
。

　
　
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課

　
　
県
史
編
さ
ん
室

　
　
☎
0
5
2
‐
972
‐
9
1
7
1

　
7
月
20
日

（日）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

講
座
①

　
開
国
の
人
『
岩
瀬
忠
震
』

　
忠
震
会
事
務
局
長

　
森
野

進

氏

　
35
人

　
会
員
外
の
受
講
者
の
方
は
、
講

　
座
中
に
展
示
解
説
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

　
大
人
　
300
円

設
楽
原
講
座
　
第
１
回

　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
☎
22
‐
0
6
7
3

　
長
篠
城
址
お
よ
び
設
楽
原
古
戦

場
は
、
戦
国
時
代
の
原
風
景
を
現

代
に
ま
で
伝
え
て
い
る
場
所
と
し

て
非
常
に
貴
重
な
場
所
で
す
。
今

年
の
歴
史
講
座
で
は
、
「
長
篠
」

の
地
が
現
代
ま
で
の
歴
史
の
中
に

果
た
し
た
役
割
を
、
記
念
碑
、
武

具
、
墓
碑
、
人
を
通
じ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
〜
平
成
21
年
１
月
の
土
曜

　
日
（
全
６
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
70
人

　
１,
５
０
０
円
（
５
回
分
）

　（
第
５
回
の
現
地
学
習
会
は
実
費
）

　
７
月
２
日

（水）
か
ら
16
日

（水）
ま

　
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
で

　
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多

　
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

第
１
回

 
８
月
23
日

（土）

 
長
篠
・
設
楽
原
古
戦
場
の
記
念
 
 

 
碑

　
―
大
正
３
年
建
設
記
念
碑
が
な

　
ぜ
多
い
の
か
―

　
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究

　
科
教
授

　
羽
賀

祥
二

氏

第
２
回

　
９
月
20
日

（土）

　
米
沢
銃
の
は
な
し

　
愛
知
県
古
銃
研
究
会
会
長

　
林
　
利
一

氏

第
３
回

　
10
月
18
日

（土）

　
高
野
山
の
石
造
美
術

　
―
戦
国
武
将
の
墓
碑
―

　
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
中
世

　
史
部
会
特
別
調
査
委
員

　
愛
甲

昇
寛

氏

第
４
回

　
11
月
15
日

（土）

　
甲
冑
研
究
の
先
駆
者
「
山
上
八

　
郎
」
と
戦
国
の
甲
冑

　
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
東

　
海
支
部
顧
問

　
加
藤

征
男

氏

第
５
回

　
12
月
13
日

（土）

　
現
地
見
学
会
「
天
下
分
け
目
の

　
関
ヶ
原
と
彦
根
龍
譚
寺
」
を
訪

　
ね
る

　
関
ヶ
原
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ガ
イ
ド

第
６
回

　
１
月
17
日

（土）

　
中
津
藩
と
関
っ
た
二
人
の
長
篠

　
人

　
―
阿
部
鸞
造
と
林
重
三
郎
―

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
長

　
山
内

祥
二

氏

教
科
書
展
示
会

　
　
学
校
教
育
課

　
　
☎
23
‐
7
6
5
2

　
現
在
小
学
校
（
平
成
17
年
度
か

ら
）
、
中
学
校
（
平
成
18
年
度
か

ら
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

と
、
各
高
等
学
校
で
毎
年
選
定
す

る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
新
城
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
新
城
図
書
館
内
）

　
７
月
５
日

（土）
ま
で

　
展
示
期
間
中
の
休
館
日

　
６
月
30
日

（月）

　
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
　
　

　
　
☎
�
32
‐
0
1
6
2

           hri-hozonkan@
city.shinshiro.lg.jp

  

 

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
 

〒
４
４
１
‐
1
6
3
4

　
 

新
城
市
長
篠
字
市
場
22
‐
1

平
成
20
年
度

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

歴
史
講
座

●問
●申

●時●所●受 ●内●講 ●定

も
り

の
　
　す
す
む

い

わ

せ

　
た

だ

な

り

あ

お

き

　

み

ち

お

し

の

み

や

　

ゆ

う

じ

お

が

わ

　

い

ち

ろ

う

い

け

う

ち

さ
と
し

や
ま
う
ち
　

し
ょ
う

じ

は
　

が
　
　

し
ょ
う
じ

は
ゆ
し
　

と

し

か

ず

あ

い

こ

う

　
し
ょ
う
か
ん

や

ま

が

み

は

ち

り
ゅ
う
た
ん
　
じ

ろ

うか

と

う

　

ゆ

き

お

●時●内 ●時●講●内 ●時●講●講 ●内 ●時

●講 ●講

ら
ん
ぞ
う

●内 ●時●所

●￥

●￥

●講

●定

●問
●申

●内 ●内

●em

●時 ●時●講 ●内 ●時

●所●定●応

●所●他 ●時
■本
●問●問

●申
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こ
の
研
修
は
、
皆
さ
ん
が
地
域

で
身
近
に
で
き
る
介
護
に
つ
い
て

少
し
で
も
知
識
を
深
め
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
い
内

容
で
、
実
際
に
体
を
動
か
し
て
演

習
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
７
月
19
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
文
化
会
館
3
階
　
301
会
議
室

　
７
月
26
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
作
手
介
護
予
防
拠
点
施
設

　
８
月
３
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
講
義

 
家
庭
内
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
演
習

 
疑
似
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
高
齢

　
者
の
理
解

　
各
会
場
と
も
先
着
40
人

　
６
月
30
日

（月）

　
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

介
護
高
齢
課

☎
23
‐
7
6
8
8

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

ツ
ー
ル
･
ド
･
新
城

開
催
の
お
知
ら
せ

　
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・

ド
･
新
城
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
本
格
的
な
自
転
車
レ
ー
ス
の
み

で
な
く
、
初
心
者
で
も
参
加
で
き

る
部
門
も
あ
り
ま
す
。

　
７
月
26
日

（土）
、
27
日

（日）

　
新
城
総
合
公
園
と
周
辺
一
般
公
道

　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り

　
申
込
で
き
ま
す
。

　h
ttp

://w
w

w
.sp

ortsen
try

.n
e.jp

　
０
５
７
０
‐
037
‐
８
４
６

　
７
月
６
日

（日）

※
募
集
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

※
募
集
定
員
、
料
金
な
ど
詳
し
く

　
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

 
観
戦
の
み
の
方
は
、
公
園
東
側
 

 
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
教
室
で
す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し

よ
う
！

種
目

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ

　
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン

　
ド
ボ
ー
ル
、
ダ
ー
ツ
、
Ｇ
･
ゴ

　
ル
フ
、
少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、

　
卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
陸
上

　
競
技
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
小
中
学
生

　
一
種
目
500
円

申
込
期
間

　
６
月
２
日

（月）
〜
６
月
30
日

（月）

夏
休
み
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
7
月
19
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
6
月
30
日

（月）
〜
7
月
10
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　
　
森
林
政
策
課

　
　
　
�
32
‐
1
9
7
5
　
　
　

　
　
　
�
32
‐
1
1
7
0

　
　
　

　rin
g

yo
u

@
c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
森
林
に
か
か
わ
る
作
業
な
ど
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
放
置
さ

れ
て
い
る
雑
木
林
を
多
く
の
人
が

散
策
で
き
る
「
し
ん
し
ろ
の
森
」

に
す
る
た
め
の
体
験
講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
下
草
刈
り

や
つ
る
伐
り
、
草
刈
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
取
扱
講
習
な
ど
内
容
は

初
心
者
向
け
で
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
７
月
13
日

（日）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

　
庭
野
地
内
市
有
林

　
無
料

　
各
回
と
も
先
着
50
人

　
７
月
９
日

（水）

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
17
回

し
ん
し
ろ
森
の
学
校

法
務
局
市
民
講
座
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に
お
け
る

身
近
な
法
律
問
題
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
財
産
の
管
理
に
必
要
な
遺
言
や

　
相
続
、
成
年
後
見
制
度

　
７
月
10
日

（木）

　
午
後
２
時
か
ら
２
時
間
程
度

　
市
民
体
育
館
　
第
一
会
議
室

　
30
人
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
）

　
無
料

　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
名
古
屋

名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局

総
務
係

☎
22
‐
0
4
3
7

●所 ●時

●所 ●時●所 ●時●他 ●内●内 ●定●〆

■作
●問
■本■鳳

●問
■本

●問
■本

●申●HP●� ●所

●対●￥

●注 ●〆

●所 ●時●定●￥
●em

●問
●申

●￥●定 ●時●〆 ●所

●em

●問
●申
■本

●問●時●所●定●￥●受
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

入
学
前
の
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
就
学
相
談
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
障
害
や
障
害
児
教

育
の
実
施
に
つ
い
て
、
よ
り
正
し

く
理
解
す
る
場
と
し
て
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約

制
で
す
。

　
7
月
24
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
お
お
ぞ
ら
園

　
無
料
　

入
学
前
就
学
相
談
会

学
校
教
育
課

☎
23
‐
7
6
5
2

　
市
遺
児
手
当
（
４
〜
７
月
分
）

を
７
月
31
日

（木）
に
振
込
み
ま
す

の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金
融

機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児
童

　
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
徴
収
嘱
託
員
が
、
市
税
や
国
民

健
康
保
険
税
を
特
別
な
事
情
で
納

期
内
に
納
付
で
き
な
い
方
の
家
庭

を
訪
問
し
、
納
付
相
談
な
ど
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　
徴
収
嘱
託
員
は
、
顔
写
真
の
付

い
た
身
分
証
明
書
を
常
に
携
帯
し

て
い
ま
す
。

　
預
金
口
座
な
ど
の
番
号
を
お
聞

き
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
未
納
分
の
税
金
は
、
本
人
の
申

出
が
あ
る
場
合
に
限
り
現
金
を
受

け
取
り
領
収
書
は
必
ず
そ
の
場
で

お
渡
し
し
ま
す
。

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

徴
収
嘱
託
員
の
訪
問
に
つ
い
て

統
計
調
査
員
の
募
集

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

税
務
課

☎
23
‐
7
6
1
5

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

手
当
の
振
込
み

　
市
障
害
者
手
当
（
４
〜
７
月
分
）

を
７
月
31
日

（木）
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
転
居
、
転
出
な
ど
の
際

　
は
す
み
や
か
に
届
出
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

市
障
害
者
手
当
の
振
り
込
み

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

県
養
護
学
校
体
験
入
学

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
主
と
し

て
新
た
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
る

障
害
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
養

護
学
校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
体
験
入
学
を
開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
各
養
護
学
校
へ
直

接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

豊
川
養
護
学
校

　
☎
０
５
３
３
‐
88
‐
２
５
５
３

　
７
月
22
日

（火）
、
10
月
20
日

（月）

　
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に

　
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子

豊
橋
養
護
学
校

　
☎
０
５
３
２
‐
61
‐
８
１
１
８

　
９
月
５
日

（金）
、
10
月
24
日

（金）

　
手
足
の
不
自
由
な
子

大
府
養
護
学
校

　
☎
０
５
６
２
‐
48
‐
５
３
１
１

　
10
月
14
日

（火）
、
11
月
21
日

（金）

　
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

随
時
の
相
談

　
各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学

以
外
の
日
に
も
随
時
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

sho
uko

u@
city.shinshiro

.lg
.jp

 
市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
の
際

に
、
調
査
対
象
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
・
収
集
な
ど
を
し
て
い

た
だ
く
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
方
「
統
計
調
査
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

条
件

　
選
挙
関
係
者
お
よ
び
徴
税
・
警
 

　
察
に
直
接
関
係
の
な
い
市
内
在

　
住
で
20
歳
以
上
の
方

申
込
期
間

　
平
成
20
年
７
月
14
日

（月）
ま
で

申
込
方
法

　
商
工
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
窓
口
で
配
布
ま
た
は
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
「
調

　
査
員
登
録
申
込
書
」
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
商
工
課
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　
商
工
課
統
計
担
当
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
課

☎
23
‐
7
6
3
4

桜
淵
自
然
観
察
会

河
岸
の
自
然
を
観
察
し
よ
う

　
　
奥
三
河
自
然
保
護
研
究
会

　
　
事
務
局
　
山
田

　
　
☎
32
‐
2
7
0
2

　
左
岸
の
鍾
乳
洞
探
検
や
和
船
上

か
ら
蜂
の
巣
岩
・
河
畔
林
の
観
察

を
し
ま
す
。

　
７
月
20
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
木
か
げ
プ
ラ
ザ

　
（
桜
淵
左
岸
側
　
広
場
）

　
500
円
（
保
険
代
・
和
船
代
）

　
奥
三
河
自
然
保
護
研
究
会

　
事
務
局
　
山
田

　
☎
32
‐
２
７
０
２

　
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　
雨
天
時
、
船
上
観
察
は
中
止
、

　
観
察
会
は
決
行
で
す
。
警
報
発

　
令
時
は
観
察
会
も
中
止
し
ま
す
。

　
法
務
局
新
城
支
局
総
務
係
（
受

　
付
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
５
時
15
分
）
へ
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

●問
■本

●問
■本

●問
■本 ■鳳■作

●問
■本■鳳■作

●時●対●時●対●時●対

●em ●問

■本
●応

●受 ●￥●定●他 ●集 ●時

●問
●申

●時●所●￥
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日
本
遺
族
会
で
は
、
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
戦
没
者
遺
児
に

対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
父

を
国
に
捧
げ
た
戦
没
者
の
遺
児
が
、

一
度
は
亡
き
父
の
眠
る
地
に
赴
き

心
ゆ
く
ま
で
の
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
現
地
の
方
々
と
の
友

好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
20
年
度
は
、
沖
縄
、
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
17
地
域
を
計
画

し
ま
し
た
の
で
、
関
係
遺
児
の
方
々

の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
参
加
希
望
者
が

募
集
人
員
を
上
回
る
場
合
は
、
本

部
で
選
考
し
ま
す
。

賛
助
金

　
�
沖
縄
　
５
万
円

　
�
海
外
　
10
万
円

参
加
資
格

　
①
今
回
実
施
す
る
地
域
で
戦
没

　
　
さ
れ
た
方
の
遺
児
で
あ
る
方

　
②
政
府
主
催
の
「
戦
跡
慰
霊
巡

　
　
拝
」
ま
た
は
「
戦
没
者
遺
児

　
　
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

　
　
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

　
　
方

そ
の
他

　
・
集
合
場
所
は
、
沖
縄
は
那
覇

　
　
市
、
そ
の
他
は
東
京
都

　
・
集
合
場
所
で
結
団
式
お
よ
び

　
　
渡
航
手
続
き
、
説
明
会
を
行

　
　
い
ま
す
。

　
・
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
機
関

　
　
な
ど
の
手
配
は
ご
自
身
で
行

　
　
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
個
人
負

　
　
担
）
な
お
、
沖
縄
に
つ
い
て

　
　
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

　
　
ん
。

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

愛
知
県
遺
族
連
合
会

�
0
5
2
‐
231
‐
6
5
0
4

新
城
警
察
署
だ
よ
り

平
成
20
年
度

 
 

愛
知
県
警
察
官
募
集

「
頼
ら
れ
る
誇
り
を
胸
に
!

」

〜
明
日
の
愛
知
を

 
 
 
 

こ
の
手
で
守
る
〜

　
今
、
愛
知
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

平
穏
な
暮
ら
し
を
脅
か
す
事
件
や

事
故
が
、
日
夜
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
警
察
の
使
命
は
、
そ
の

よ
う
な
事
件
事
故
を
一
件
で
も
多

く
減
ら
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
全
な
愛
知
を
つ
く
る
こ
と
。
そ

の
実
現
に
向
け
、
犯
罪
の
予
防
、

鎮
圧
お
よ
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮

捕
、
交
通
の
取
締
り
、
そ
の
ほ
か

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
全
力
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
活
動
に
お
い
て

も
、
成
果
が
期
待
さ
れ
、
責
任
も

伴
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
一
つ

の
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
と
き
に
感

じ
る
や
り
が
い
は
、
こ
の
仕
事
を

選
ん
だ
「
誇
り
」
へ
と
つ
な
が
り
、

ま
た
次
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
頼
ら
れ
る
誇
り
を
胸
に
!

」
警

察
の
仕
事
に
は
、
ほ
か
で
は
味
わ

え
な
い
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

明
日
の
愛
知
を
守
る
の
は
、
あ
な

た
で
す
！

警
察
官

（Ａ）

　
第
２
回
（
大
学
卒
業
程
度
）
　

警
察
官

（Ｂ）
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
付
案
内
配
布
開
始

　
７
月
１
日

（火）

受
付
期
間

　
８
月
11
日

（月）
〜
29
日

（金）

第
１
次
試
験

　
９
月
21
日

（日）
　

第
１
次
試
験
合
格
発
表
　

　
10
月
１
日

（水）

第
２
次
試
験

　
10
月
10
日

（金）
〜
20
日

（月）

最
終
合
格
発
表

　
12
月
５
日

（金）

第
2
回
警
察
職
員

　
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
付
案
内
配
布
開
始
　
　

　
７
月
１
日

（火）

受
付
期
間
　

　
８
月
11
日

（月）
〜
29
日

（金）

第
１
次
試
験

　
９
月
28
日

（日）

第
１
次
試
験
合
格
発
表

　
10
月
10
日

（金）

第
２
次
試
験

　
10
月
20
日

（月）
〜
21
日

（火）

最
終
合
格
発
表

　
11
月
28
日

（金）

警
察
官
・
警
察
職
員
の
採
用
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ

直
通
電
話
　
０
５
２
‐
961
‐
１
４
７
９

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.aich
i.jp

/p
olice/

新
城
警
察
署
☎
22
‐
0
1
1
0　会議がかたくてつまらない。

みんなの意見を聞きたいのに
一部の人しか発言しない。行
政と一緒にやりたいのに盛り
上がらない…こんな思いをし
たことはありませんか。
　市民も行政も満足できる会
議のポイントを楽しく伝授し
ます。
※ファシリテーターとは、メ

　ンバーのやる気を引き出し、

　心の動きや状況をみながら、

　会議を進行していく人のこ

　とで、今、注目を集めてい

　ます。

　８月２日（土）
　午後1時～４時30分
　新城市民体育館
　会議ファシリテーター普及
　協会
　代表　釘山 健一 氏
　NPO、市民活動団体または
　興味のあるかた
　40人
　無料
　７月25日（金）まで
　電話、ファックスまたはＥ
　メールにてお申し込みくだ
　さい。
※託児有・就学前児童
　事前にご連絡ください。

joho@city.shinshiro.ig.jp

じょうほう課
�23‐7623　�23‐7296

●em

●時

●所

●対

●￥

●講

●定

●〆

くぎ やま　 けん いち

●申
●問

●問

●申●問 ■本
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親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

新
城
総
合
公
園
の
開
業
日

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、

交
友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
年
間
10
回
程
度

　
第
3
回

　
7
月
14
日

（月）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
従
来
か
ら
、
運
動
施
設
の
休
業

日
は
月
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

７
月
お
よ
び
８
月
に
つ
い
て
は
、

夏
季
臨
時
開
業
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
期
間
中
の
月
曜
日
利

用
の
申
し
込
み
は
、
「
ネ
ッ
ト
あ

い
ち
」
か
ら
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
、
当
公
園
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

「
課
題
図
書
」

　
７
月
１
日

（火）
か
ら
「
課
題
図
書
」

の
貸
出
を
始
め
ま
す
。
児
童
・
生

徒
対
象
で
、
一
人
１
冊
・
１
週
間

の
貸
出
で
す
。
そ
の
他
の
方
は
、

９
月
か
ら
の
貸
出
と
な
り
ま
す
。

今
月
の
特
集

　
夏
休
み
の
行
楽
関
連
本
を
集
め

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
か
ら
新
着
本
を
紹
介
し
ま

す
。

「
こ
ど
も
と
お
で
か
け

　
３
６
５
日
 

２
０
０
８
」
ぴ
あ

東
海
版
・
関
西
版
・
首
都
圏
版
の

３
冊
あ
り
ま
す
。

「
東
海
子
連
れ
日
帰
り

　
　
　
　
お
で
か
け
ガ
イ
ド
」

S
p

ｉ
ｎ
／
著
 

メ
イ
ツ
出
版

「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
＆

　
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ス
ー
パ
ー
　

　
カ
タ
ロ
グ
　
２
０
０
８
」
ぴ
あ

「
親
子
で
行
く
！

 
 
 

社
会
科
見
学
ガ
イ
ド
」

社
会
科
見
学
隊
／
編
　
扶
桑
社

「
青
春
18
き
っ
ぷ
達
人
の
旅
ワ
ザ
」

松
尾
定
行
／
著
　
講
談
社

図
書
館
だ
よ
り

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

●問●HP

新
城
総
合
公
園
管
理
事
務
所

☎
25
‐
1
1
4
4

�
25
‐
0
0
9
0

「広報ほのか」お知らせページに広告を載せませんか。
掲載料金： 6カ月間（20年10月号～21年3月号）で100,000円（大きさ50mm×170mm）

　　　　　この他にも半分の枠（料金50,000円）もあります。

　 色 　： 2 色

掲載原稿：原稿は各自でご用意いただきます。

申込方法：7月10日（木）～7月31日（木）までに申込書を、企画課へご提出ください。

※掲載には審査があります。応募多数の場合は基準に従って決定します。詳しくは、企画課に

　お問い合わせください。

申し込み・問い合わせ　企画課　☎23-7620

発行部数16,800部

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

�
03
‐
5
2
5
3
‐
5
1
8
2

�
03
‐
5
2
5
3
‐
5
1
9
0

〒
1
0
0
‐
8
9
2
6

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
2
‐
1
‐
2

福
祉
課
　
☎
23
‐
7
6
2
4

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

請
求
期
限

 
平
成
21
年
３
月
31
日

　
先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に

従
事
し
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

は
除
く
）
に
、
そ
の
ご
労
苦
に
報

い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
は
、
本
人
ま
た
は
家
族
な

ど
か
ら
直
接
総
務
省
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

臨
時
休
館

　
７
月
15
日

（火）
は
、
館
内
清

掃
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の

か
」
６
月
号
17
頁
掲
載
「
再

発
見
！
わ
が
ま
ち
の
文
化

財
・
施
設
紹
介
26
　
塩
沢
・

十
一
面
観
音
立
像
」
で
掲

載
し
た
写
真
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

誤
　
子
安
観
音
立
像
（
市
川
区
）

正
　
十
一
面
観
音
立
像
（
日
吉
・
塩
沢
区
）

お
詫
び
と
訂
正

ま

つ

お

さ

だ

ゆ

き

ス

ピ

ン

●￥ ●対●他
●申
●問

■本
●申
●問

き
ず
な

●内 ●所 ●時

●問
■本 ●申

●問
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消防署　　　☎ 22‐1119●問

　
ま
も
な
く
、
水
遊
び
を
す
る
に

は
絶
好
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。

水
の
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
か
ら
命
を
落
と
す
こ
と
が
多
く

こ
の
季
節
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
市
内
で
発
生
し
た
水
の

事
故
の
多
く
は
、
お
酒
を
飲
ん
だ

後
、
川
に
入
り
、
深
み
に
は
ま
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
川
が
増
水
し

た
時
な
ど
が
原
因
で
す
。

　
魚
釣
り
や
水
遊
び
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。
水
深
が
浅
い
か
ら
、

流
れ
が
緩
や
か
だ
か
ら
と
い
っ
て

油
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
水
の
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
を
さ

　
せ
な
い
。

②
水
に
入
る
前
に
は
必
ず
準
備
運

　
動
を
す
る
。

③
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
泳
が

　
な
い
。

④
川
が
増
水
し
て
い
る
時
、
ま
た

　
川
の
増
水
が
予
想
さ
れ
る
時
は

　
川
に
近
づ
か
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
危
険
行
為
を
目
撃
し

た
と
き
「
危
な
い
か
ら
や
め
よ
う

よ
」
「
だ
め
だ
よ
」
と
お
互
い
に

声
を
か
け
あ
い
、
悲
惨
な
水
の
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　
防
災
対
策
課

　
　
�
22
‐
４
８
０
４

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分
ま
で
）

　
新
築
さ
れ
た
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
使
っ
て
、
「
夏
休

み
親
子
消
防
防
災
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
消
防
防
災
教
室
に

参
加
す
る
小
学
生
と
、
そ
の
保
護

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
８
月
３
日

（日）
、
８
月
10
日

（日）

　
８
月
24
日

（日）
の
計
３
回

　
各
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
30
分
ま
で
（
３
回
の
う
ち
、い
ず

　
れ
か
１
回
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
）

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
平
井
字
新
栄
83
番
地

　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
高
学
年
）

　
と
そ
の
保
護
者
。
各
回
そ
れ
ぞ

　
れ
10
組
20
人

　
合
計
60
人

　
「
防
災
学
習
ホ
ー
ル
」
を
使
っ

　
て
地
震
の
知
識
、
対
策
な
ど
を

　
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、

　
消
防
署
に
お
い
て
、
訓
練
や
体

　
験
、
施
設
の
見
学
な
ど
を
行
い

　
ま
す
。

　
７
月
１
日

（火）
か
ら
、
７
月
18

　
日

（金）
ま
で
。

　
（
先
着
順
※
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
）

　
普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

「
目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
！
」

　
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

急
に
心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か

ら
３
分
経
つ
と
蘇
生
率
が
50

パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
低
下
し
て
し
ま
い
、

な
に
も
し
な
け
れ
ば
助
か
り
ま
せ

ん
。
「
も
し
も
の
時
」
に
困
ら
な

い
よ
う
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て

家
族
、
お
友
達
を
誘
っ
て
、
救
命

講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
13
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

　
る
心
肺
蘇
生
法
･
止
血
法

　
20
人
　

　
筆
記
具

　
中
学
生
以
上

　
22
‐
１
１
１
９

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

　
な
り
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●問●問
●申

●時

●時

●所

●所 ●対

●対

●持

●内

●内●応

●定

●定
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
7
月
8
日

（火）
　
午
前
10
時

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
7
月
3
日

（木）
　
午
前
10
時

　
7
月
18
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
7
月
24
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

　
7
月
31
日

（木）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん

　
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
7
月
15
日

（火）

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

　
肺
が
ん
　
　
午
前
実
施

　
子
宮
が
ん
　
午
後
実
施

　
乳
が
ん
　
　
一
日
実
施

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
作
手
保
健
セ

　
ン
タ
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡

　
し
し
ま
す
。

※
肺
が
ん
検
診
は
無
料
で
す
。

　
７
月
６
日

（日）

　
①
成
人
歯
科
健
診
（
要
予
約
・

　
　
30
名
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
歯
科
健
診
・
相
談
、
口
臭

　
　
測
定
、
歯
周
病
菌
検
査

　
※
歯
磨
き
を
し
な
い
で
お
越

　
　
し
く
だ
さ
い
。

　
②
歯
の
衛
生
週
間
ポ
ス
タ
ー

　
　
表
彰
式

　
　
午
前
10
時
か
ら

　
③
歯
の
健
康
教
室
（
参
加
自
由
）

　
　
フ
ッ
素
洗
口
紹
介
、
ミ
ニ

　
　
ゲ
ー
ム
ほ
か

　
※
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
④
移
動
式
歯
医
者
さ
ん
「
歯

　
　
〜
と
ぴ
あ
Ⅱ
号
」
が
来
ま

　
　
す
。
（
見
学
可
）

　
※
乳
幼
児
の
フ
ッ
素
塗
布
は

　
　
実
施
し
ま
せ
ん
。

　
※
参
加
賞
あ
り

　
作
手
地
区
を
仲
間
と
楽
し
く

　
歩
く
会
で
す
。

時
・
コ
ー
ス

①
７
月
４
日

（金）

　
甘
泉
寺
コ
ー
ス
（
４
〜
５
キ
ロ
）

②
10
月
３
日

（金）

　
文
殊
山
〜
亀
山
城
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
（
６
〜
７
キ
ロ
）

③
平
成
21
年
３
月
６
日

（金）

　
鬼
久
保
コ
ー
ス
（
5
〜
6
キ
ロ
）

　
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

　
出
発
　
午
後
１
時
30
分

　
コ
ー
ス
①
・
②
は
作
手
保
健

　
セ
ン
タ
ー

　
コ
ー
ス
③
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

　
ン
タ
ー

　
タ
オ
ル
・
お
茶
・
帽
子
な
ど

※
平
成
18
年
度
、
19
年
度
に
「
ウ

　
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
に
参
加

　
し
た
こ
と
が
あ
り
、
す
で
に

　
会
員
の
方
は
申
し
込
み
の
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
7
月
21
日

（月）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮

　
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が

　
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ

　
ン
タ
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡

　
し
し
ま
す
。

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
1,

　
0
0
0
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

歯
周
病
予
防
で
生
活
習
慣
病
を

や
っ
つ
け
よ
う

　
7
月
17
日

（木）
、
8
月
21
日

（木）

　
9
月
18
日

（木）

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
母
子
健
康
手
帳
、
水
筒
、
筆

　
記
用
具
な
ど

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会（
要
申
込
）

●問●問●問

●持

●対 ●時 ●時●時 ●対●内

●内

●内
●申
●問

●時

●時

●￥

●内 ●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時●内●時●内

●所

●時

●受

●持 ●時●対
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環境課　　　 ☎23‐7677
　　　　　　�23‐8388
生活衛生課　 ☎22‐0521

●問 本

　
夏
休
み
を
利
用
し
た
親
と
子
の
「
走

る
環
境
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
親
子
で
環
境
問
題

の
理
解
を
深
め
、
そ
の
対
策
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
展
示
や
映
像
、
ク
イ

ズ
な
ど
を
と
お
し
て
実
感
で
き
る
施
設

を
見
学
し
ま
す
。
温
暖
化
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
問
題
の
現

状
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
未
来
に
つ
い

て
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
８
月
６
日

（水）
、
７
日

（木）

　
三
重
県
 

川
越
火
力
発
電
所

　
Ｐ
Ｒ
展
示
施
設

　
中
部
電
力
「
川
越
電
力
館
テ
ラ
46
」

　
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
各
日
と
も
親
子
合
わ
せ
て
30
人

　
無
料

　
７
月
18
日

（金）
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

　
す
。

※
昼
食
は
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
保
護
者
の
氏
名
・

子
ど
も
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
参

加
希
望
日
を
明
記
の
上
、
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
課
「
親
と
子
の
走
る
環

境
教
室
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）と
は

　
水
素
と
酸
素
を
燃
料
に
、
燃
料
電

池
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
発
電
し
た

電
気
で
モ
ー
タ
ー
を
回
し
て
走
る
自

動
車
。
水
素
と
空
気
中
の
酸
素
を
反

応
さ
せ
て
電
気
を
起
こ
す
発
電
シ
ス

テ
ム
の
た
め
、
走
行
時
に
は
「
水
」

だ
け
が
発
生
し
大
気
汚
染
の
心
配
が

な
い
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高

く
、
多
様
な
燃
料
利
用
が
可
能
な
こ

と
な
ど
か
ら
、
次
世
代
の
低
公
害
車

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
市
は
環
境
省
が
行
な
う
「
燃

料
電
池
自
動
車
啓
発
推
進
事
業
」
の
実
施

自
治
体
に
東
三
河
地
域
で
初
め
て
選
ば
れ

ま
し
た
。
市
で
は
、
環
境
問
題
を
広
く
市

民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
次
世
代
低
公
害
車

と
し
て
期
待
さ
れ
る
燃
料
電
池
自
動
車
へ

の
体
験
乗
車
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
７
月
20
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
新
城
文
化
会
館
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

　
同
時
開
催

　
７
月
21
日

（月）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
つ
く
で
手
作
り
村

　
７
月
25
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
Ｊ
Ａ
愛
知
東
長
篠
支
店

※
体
験
乗
車
会
で
は
、
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト

　
ル
の
距
離
を
市
職
員
が
運
転
す
る
車
に

　
同
乗
し
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
体
験
乗
車
会
の
ほ
か
に
、
７
月
26
日

（土）

　
・
27
日

（日）
開
催
の
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
新

　
城
」
会
場
に
お
い
て
も
、
展
示
や
デ
モ

　
走
行
を
行
い
ま
す
。

昨年度見学した施設のようす

電気モーターで走るため、ガソリン車のような

振動や排気音がなく静かです。また、トルク（回

転力）が大きく、発進・加速もパワフルで、変

速機も必要ないため運転はとてもスムーズです。

体験乗車会で使用する燃料電池自動車「FCX」

k
a
n
k
y
o
u
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2
　
（
住
所
不
要
）

新
城
市
役
所
　
環
境
課

●時●所

●時●所●時●所●時●所

●対●￥ ●定●〆
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今
年
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
る
「
京

都
議
定
書
」
の
第
１
約
束
期
間
の
最
初

の
年
で
す
。
ま
た
、
７
月
に
は
地
球
温

暖
化
対
策
を
含
め
た
環
境
間
題
を
主
要

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
た
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
と
っ
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
年
で
す
。

　
環
境
省
で
は
「
CO2

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
に
馴
れ
た
人
た
ち
が
、
日
ご
ろ
い

か
に
照
明
を
使
用
し
て
い
る
か
を
実
感

し
て
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
の
中
で
地

球
温
暖
化
対
策
を
実
践
す
る
動
機
付
け

を
与
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
も
、
よ
り
積
極
的
に
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
く
た
め
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

次
の
と
お
り
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

内
　
容

　
６
月
21
日

（土）
（
夏
至
の
日
）
と

　
７
月
７
日

（月）（
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
初
日
）

　
の
両
日
に
お
い
て
、

・
公
共
施
設
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
（
消
灯
）

・
夜
間
の
会
議
開
催
を
自
粛
し
ま
す
。

・
残
業
（
休
日
勤
務
）
を
自
粛
し
ま
す
。

・
市
職
員
個
々
の
行
動
と
し
て
、
両
日

　
午
後
８
時
〜
10
時
の
間
、
電
気
の
消

　
灯
に
努
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
や

紙
く
ず
な
ど
の
燃
や
す
ご
み
を
入
れ
る

ご
み
袋
の
規
格
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
色
は
、
白
色
（
半
透
明
）

か
ら
黄
色
（
半
透
明
）
に
な
り
、
袋
の

文
字
表
示
（
緑
色
）
が
な
く
な
り
ま
す
。

大
き
さ
は
、
Ｌ
サ
イ
ズ
と
Ｍ
サ
イ
ズ
の

２
種
類
で
す
が
、
Ｌ
サ
イ
ズ
の
容
量
が

40
リ
ッ
ト
ル
か
ら
45
リ
ッ
ト
ル
に
変
わ

り
ま
す
。

　
袋
の
厚
み
は
、
現
在
０
．

０
２
３
ミ
リ

で
す
が
、
新
し
い
袋
は
０
．

０
２
ミ
リ
か

ら
０
．

０
３
５
ミ
リ
の
範
囲
で
製
造
さ
れ

ま
す
。

　
ご
み
袋
の
製
造
・
販
売
業
者
は
、
こ

の
規
格
に
合
う
ご
み
袋
を
市
に
登
録
し
、

製
造
・
販
売
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
ご
み
袋
の
色
や
大
き
さ
は

同
じ
で
も
、
業
者
に
よ
り
０
．

０
２
ミ
リ

か
ら
０
．

０
３
５
ミ
リ
の
範
囲
内
で
厚
み

が
異
な
る
ご
み
袋
が
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
ご
み
袋
を
利
用
す
る
人

の
使
い
方
に
よ
っ
て
、
厚
み
の
違
う
袋

を
選
ん
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
袋
の
価
格
も
販
売
店
で
自

由
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
ご
み
袋
の
販
売
日
は
、

平
成
20
年
10
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
ご
み
袋
の

在
庫
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
切
り
替
え

時
期
が
早
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

登
録
の
抹
消

　
犬
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
環
境
課

へ
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
鳳

来
・
作
手
総
合
支
所
の
地
域
振
興
課
で

も
提
出
で
き
ま
す
）

遺
体
の
処
理

　
飼
い
犬
や
猫
が
亡
く
な
り
、
ご
自
分

で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
生
活
衛
生
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
市
に

は
ペ
ッ
ト
専
用
の
火
葬
設
備
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
個
別
火
葬
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
民
間
業
者
（
ペ
ッ
ト
霊
園
等
）

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
学
習
机
（
子
ど
も
用
）

�
キ
ャ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
ネ
コ
用
遊
具
）

�
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
（
バ
ッ
グ
付
き
）

�
七
輪

�
パ
ソ
コ
ン
台
（
金
属
製
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
子
ど
も
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
　
②

住
所
　
③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※写真はイメージです

現在のごみ袋新しいごみ袋

変更点は…
�ごみ袋の色が白色から黄色になります。

�袋の文字がなくなります。

　（代わりにお店で販売する際の外袋（包装袋）に

　市指定袋の表示をします）

�Lサイズの容量が40リットルから45リットルに   

　なります。

�袋の厚みは、0.023ミリだけでしたが、新しい袋

　では、0.02～0.035ミリの範囲になります。

　これまでより厚いものも製造されますので、 包装

　袋の表示で厚みを確認し購入してください。

※これまでのごみ袋も引き続き使用できます。

と

う

や

　

こ
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胃
が
ん
の
お
話
し

シリーズ第13話

新城市民病院

　 皮膚科

　　部長医師 　濱松　徹

市民病院発

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
皮
膚
の
病
気
は
、
皮
膚
だ
け
に
起

こ
る
も
の
と
、
内
臓
の
病
気
を
反
映

し
て
皮
膚
に
症
状
が
現
れ
る
も
の
と

に
分
け
ら
れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
感
染

症
、
腫
瘍
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今
回
は
２

つ
の
症
状
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
メ
ラ
ノ
ー
マ
（
悪
性
黒
色
腫
）】

　
皮
膚
が
ん
の
一
種
で
、
通
常
、
黒

く
「
ほ
く
ろ
」
の
よ
う
に
見
え
る
の

で
「
ほ
く
ろ
の
が
ん
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皮
膚
の
細
胞
の
う
ち
、
メ

ラ
ニ
ン
色
素
を
産
み
出
す
色
素
細
胞

（
メ
ラ
サ
イ
ト
）
が
が
ん
化
し
た
も

の
を
「
メ
ラ
ノ
ー
マ
」
と
言
い
ま
す
。

悪
性
の
腫
瘍
で
、
皮
膚
が
ん
の
中
で

最
も
た
ち
が
悪
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。

　
男
女
ど
ち
ら
に
も
発
生
し
、
40
歳

を
超
え
る
と
発
生
が
多
く
な
り
、
最

も
多
い
の
が
60

〜
70

歳
台
で
す
。

小
児
の
発
生
は
稀
で
す
が
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
20

〜
30

歳
台
の
若
年

者
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
は
足
の
裏
に
発
生
す
る
こ

と
が
多
く
、
全
体
の
約
３
割
を
占
め
、

手
足
の
爪
の
部
分
に
も
多
く
で
き
る

こ
と
が
特
徴
で
す
が
、
手
や
足
だ
け

で
な
く
、
ど
こ
の
皮
膚
に
も
発
生
し

ま
す
。

　
予
防
と
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
仕
事

な
ど
で
長
時
間
、
過
度
の
紫
外
線
を

浴
び
る
場
合
は
必
ず
日
焼
け
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー

ム
を
塗
り
、
帽
子
や
日
傘
を
使
い
、

長
袖
を
着
る
な
ど
普
段
か
ら
紫
外
線

に
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
メ
ラ
ノ
ー
マ
は
発
見
が
早
け
れ
ば

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。
年
に
２
回
程
度
皮
膚
の
点
検

を
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
な
か
っ
た

「
ほ
く
ろ
」
や
「
し
み
」
が
で
き
て

大
き
く
な
っ
て
き
た
、
「
ほ
く
ろ
」

の
形
が
い
び
つ
で
色
に
ム
ラ
が
あ
る
、

「
ほ
く
ろ
」
か
ら
出
血
し
た
な
ど
気

に
な
る
部
分
が
で
き
た
と
き
は
素
人

判
断
せ
ず
、
ま
た
、
取
ろ
う
と
思
っ

て
い
じ
っ
た
り
せ
ず
に
皮
膚
科
専
門

医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
メ
ラ
ノ
ー
マ
の
治
療
方
法
は
、
再

発
予
防
の
た
め
患
部
よ
り
少
し
広
め

に
切
除
し
ま
す
。
リ
ン
パ
節
へ
の
転

移
に
よ
り
脳
や
肝
臓
な
ど
全
身
へ
転

移
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
抗
が
ん
剤
治
療
を
実
施
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
糖
尿
病
に
伴
う
足
の
病
気
】

　
近
年
、
生
活
習
慣
病
に
伴
う
皮
膚

の
病
気
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
糖
尿
病
は
皮
膚
科
の
病
気

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

　
糖
尿
病
に
な
る
と
細
菌
や
真
菌
（
カ

ビ
）
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、

皮
膚
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
り

ま
す
。

　
初
期
に
は
、
皮
膚
の
乾
燥
、
水
虫
、

た
こ
、
魚
の
目
な
ど
が
見
ら
れ
や
す

く
、
血
糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、

足
の
感
覚
が
鈍
く
な
る
、
動
脈
硬
化

に
よ
り
足
の
端
ま
で
血
液
が
流
れ
に

く
く
な
る
、
感
染
に
対
す
る
抵
抗
力

が
低
下
す
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。

　
糖
尿
病
の
方
は
日
ご
ろ
か
ら
足
の

観
察
や
手
入
れ
が
重
要
で
す
。
足
を

清
潔
に
保
ち
、
足
に
あ
っ
た
靴
を
履

き
、
低
温
や
け
ど
や
ケ
ガ
に
注
意
し
、

傷
や
皮
膚
の
変
色
の
有
無
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
足
の
変
化
に
気
が
つ
い
た
ら
早
め

に
皮
膚
科
専
門
医
に
受
診
し
、
適
切

な
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

は ま ま つ 　 　 とおる

ひ
　
　
ふ
　
　
か

し

ゅ

よ

う

あ
く
せ
い
こ
く
し
ょ
く
し
ゅ

ま

れ

し

ん

き

ん

う

お

　

　

め
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19年 14

26

12

0
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友
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史
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弘
寛
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将
司
英
俊
寿
彦
旭
伸
全
伸
陽
治
純
一
智
紀
哲
也
成
次

平
井
川
田
川
路
豊
島

栄
町

富
岡
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部

竹
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輪
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井
稲
木
浅
谷
大
海
一
鍬
田

川
田
玖
老
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新
町

富
沢
片
山
富
永
野
田
平
井
八
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東
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町

豊
島
内
金
上
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井
東
新
町

川
田
原
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田
杉
山
平
井
大
野
田

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
 
 
 

☎
22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

re
f.a

ich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

5月届出分
5月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

す こ や か 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター和室

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

しんしろ福祉会館相談室

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

7/7（月）　午前9時　（要予約）

7/7（月）　午前10時　（要予約）

7/15（火）　午前9時～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

7/10（木）午前10時～午後3時※7日（月）正午までに要予約

7/25（金）午前10時～午後3時※22日（火）正午までに要予約

7/9（水）、23（水）　午後1時～4時　（要予約）

7/3（木）、17（木）　午後1時～4時

7/2（水）、16（水）　午後1時～4時

7/14（月）　午後1時～4時

7/23（水）　午後4時～8時　（要予約）

7/8（火）、22（火）　午前10時30分～午後2時30分

7/11（金）　午後1時～4時

7/15（火）　午後1時～4時　（要予約）

7/8（火）　午後1時～4時

7/22（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

7/5（土）、19（土）　午前9時～正午　（要予約）

7/12（土）　午前9時～正午　（要予約）

7/26（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-7623

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2297

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

7月の各種相談

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

102

110

8

1

1

0

133

122

－11

134

123

－11

456

501

45

19年

20年

増減

分

累計
5月末
現在
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しんしろ市民活動サポートセンター
運営委員会

設　　立　2003年10月

代　　表　町田幸司

会　　員　15人

活動内容　フルコンタクトカラテ（直接打撃）

　　　　　を通じた子どもの健全育成

連 絡 先　090-4258-9209（町田）

koukou-sakurako@ezweb.ne.jp

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ
ラ
』

へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

お問い合わせは、当センター受付へ

新城市字町並304-4
JR新城駅南200m　無料Pあり
TEL24-0001　 FAX22-1112

開館時間は午前9時～午後8時
休館日は月曜日（国民の休日のとき
は、その翌日）

E-mail：kanri@machinami.info 
http://www.machinami.info

　
「
セ
イ
ッ
、
セ
イ
ッ
、
セ
イ
」
毎
週
土
曜
日

の
夜
、
庭
野
小
学
校
の
体
育
館
に
凛
々
し
く
も

か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　
新
城
Ｍ
Ａ
Ｃ
（
し
ん
し
ろ
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー

ツ
ク
ラ
ブ
）
で
は
、
６
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
空
手
を
教
え

て
い
ま
す
。
元
は
大
人
の
自
主
練
習
の
場
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
、
知
人
か
ら
「
う
ち
の
子
ど
も

に
も
教
え
て
欲
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
の
を
機

に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
空
手
指
導
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
た
っ
た
２
人
の
生
徒
で
し
た
が
、

そ
の
熱
血
指
導
は
次
第
に
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

い
ま
や
生
徒
は
15
人
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
親
が
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
練

習
姿
を
見
守
り
ま
す
。
激
し
い
組
み
手
に
時
に

ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
も
、
日
に
日
に
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
我
が
子
を
頼
も
し
く
感
じ
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
が
礼
儀
や
あ
い
さ
つ
を
厳
し
く
し

つ
け
ら
れ
る
姿
を
見
て
、
親
自
身
の
背
筋
も
伸

び
て
き
ま
す
。
昨
今
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社

会
問
題
に
つ
い
て
も
皆
で
話
し
あ
っ
た
り
と
、

親
と
指
導
員
が
共
に
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
早
く
こ
の
子
た
ち
に
倒
さ
れ
て
み
た
い
」

町
田
代
表
は
笑
い
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
し
、
将
来
指
導
者
と
な
っ
て
次
の
世
代
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
夢
み
ま
す
。
運
営
面
や
体
制
な
ど
い
く

つ
か
の
課
題
も
抱
え
ま
す
が
、
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
見
た
い
か
ら
」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
日
々
前
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
:

タ
イ
チ
）

「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便
「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便

　■■■■■■■■■■　夜店に出店します！■■■■■■■■■■

7/5（土）および12（土）に予定されている夜店では、当セン

ターも出店します。どんなお店になるかは当日のお楽しみ。

ちびっ子たちは要チェック♪お父さん、お母さんと一緒に遊

びにきてね！

　■■■■■■■　お気軽にお立ち寄りください　■■■■■■■

「ビジネスサポート」…パソコン、コピー（有料）、作業机、椅子、

事務用品などをお貸しします。インターネットでちょっとし

た調べものや打ち合わせ資料の手直しなどに。

「トイレ」…車いす対応、ベビーベッド付き、清潔で女性も安

心してご利用いただけます。

「待ち合わせ」…電車の時間待ちや井戸端会議、学校帰りの

お子さんのお迎え場所に。防犯カメラ完備、受付員常駐で安

心です。

　■■■■■■■　新企画～しんしろ千の旅語り～　■■■■■■■

「あなたの新城自慢」「知る人ぞ知るマル秘情報」「新城のオス

スメ情報」まちなみ情報センターが地域の情報ステーション

となり、地元のさまざまな魅力を新城市内外に向けて発信し

ていきます。

〈急募！〉

「あなたの新城情報を教えてください！」

センター受付でエントリーいただけます。奮って、楽しんで

ご応募ください！

り

　

り
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〈笛の盆を説明します〉
　信長・家康連合軍と武田軍が東三河の覇権を競った地、野田城、長篠城、設楽原激戦

地を、「しの笛」「踊り」でつなぎ、一晩のお祭りを創ります。笛部隊・踊り部隊を市民有志で

編成し、市民あげてのお祭りをめざします。舞台は、何百年前から変わっていない「旧伊那

街道」です。今は元気がなくなっていますが、旧新城地区の真ん中を貫いている商店街通

りが、まさに舞台となります。あんどんは、その舞台を照らし出す大切な道具となります。笛の

盆実行委員会で進めています。

◇自然の風を感じながら家族で

　散策してみませんか

◇電気を消してスローライフの一

　時を過ごしてみませんか

◇昔賑わった400年前の骨格の

　残る道に歴史を感じてみません

　か

◇信長、家康、信玄が競い合った

　新城の地を感じてみませんか

TEL  36-0211　e-mail　ta-minal@smile.ocn.ne.jp

TEL  32-2212　e-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp

TEL  35-1191　e-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp

山びこの丘ほか3施設の指定管理者からの定期便

山 び こ の 丘

鳳来ゆ～ゆ～ありいな

サイクリングターミナル

豊川の清流で親子10組限定のカヌ

ー教室を7月23日（水）に開催しま

す。詳細についてはお問い合せ下さ

い。宿泊、会議にもご利用ください。

5歳
（平成14年9月6日生）悠花ちゃん

父　金田　浩司さん

母　　　　知枝さん（新城・富永）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
6
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

＜笛の盆実行委員会が進めています＞

（午後7時～9時）

7月5日～8月10日の土・日曜日とお盆にあんどんが灯る

鳳来ゆ～ゆ～ありいなでは、夏休み限

定スイミングスクールとアクアビクス教室

アクアウォーキング教室を開催します。

①夏休み限定　7月上旬～8月下旬

②スイミングスクール（第２期分）7月下旬

多くの皆さまのご参加をお待

ちしています。

｢いっぱ～い! アサリとれたよ�｣

3歳
（平成16年10月31日生）

父　戸村　俊人さん

母　　　　千雪さん（鳳来・大野）

｢僕、車がだ～い好き！｣

笛の盆実行委員会のメンバー

連絡先　笛の盆　代表　村瀬　健次　TEL22-0022

　田んぼに素足で入ったことがありますか？

実は田んぼの泥はふわふわしていて、とって

も気持ちがいいんです。

　山びこの丘では、7月13日（日）に「田んぼ

で遊ぼう!!」体験教室を開催します。カエル

やオタマジャクシを捕まえたり、泥んこリレーをして、楽しも

う。プレゼントもあるよ。多くの参加をお待ちしています。

　　　山間の施設に香ばしい匂いがたちこめます。

約20種類のレシピは、独学で生み出

したという地元食材を使ったこだわ

りパン。その中から毎日5種類をロー

テーションで焼き上げます。何が並

ぶかはその日のお楽しみ。

※雨天の場合は中止いたします。詳細については、お問い合せ下さい。

◎「あんどんのまち新城」をめざしながら、あんどんを市内全域に

　広げていきます。

◎まず、伊那街道（旧151号線）の点灯から始めます。

◎今年の夏は、家族・知人でお出かけください。

俊太郎くん

こう じ

ゆ う　 か

としひと

ち ゆき

ち　え

しゅん た ろ う
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五
月
十
六
日
か
ら
六
月
二
十
二
日

ま
で
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
で
木
喰

上
人
の
彫
ら
れ
た
仏
像
の
展
覧
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
川
の
徳
蔵
寺
の
子
安
観
音
菩
薩

像
は
、
新
城
市
の
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
木
喰
さ
ん
の
仏
像
で
、

地
元
の
厚
い
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
ま

す
。

　
丸
々
と
し
た
顔
、
太
い
手
で
が
っ

し
り
と
幼
子
を
抱
き
か
か
え
る
姿
は
、

仏
像
と
い
う
よ
り
も
働
き
も
の
の
お

母
さ
ん
と
い
う
様
子
で
、
見
る
者
に

大
き
な
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
観
音
像
も
豊
橋
市
美
術
博
物

館
に
展
示
さ
れ
た
の
で
、
多
く
の
人
々

の
心
を
引
き
付
け
た
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
大
勢
の
方
に
親
し
く
出
会
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
文
化
財
と
し
て
の
大

切
な
役
割
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
新
城
市
に
は
、
市
だ
け

で
は
な
く
愛
知
県
の
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
五
十
年
に
一

度
し
か
会
え
な
い
仏
像
が
あ
り
ま
す
。

　
正
養
寺
（
杉
山
）
の
十
一
面
観
音

立
像
で
す
。

　
平
安
時
代
の
作
と
さ
れ
る
こ
の
仏

像
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
秘
仏
と
な

り
、
五
十
年
に
一
度
だ
け
姿
を
現
す

（
御
開
帳
）
観
音
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
十
年
に
一
度
と
い
う
と
、
昔
の

人
に
と
っ
て
一
生
に
一
度
の
機
会
が

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
今
年
が
こ
の
得
難
い
御
縁

の
年
で
し
た
。

　
三
月
二
十
九
日
の
午
前
十
時
に
厨

子
の
扉
が
開
か
れ
、
も
う
翌
日
の
午

後
三
時
に
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
住
職
と
六
十
余
名
の
信
徒
の
皆
さ

ん
は
、
二
年
ご
し
で
準
備
を
進
め
ら

れ
、
当
日
は
稚
児
行
列
も
に
ぎ
に
ぎ

し
く
御
祈
祷
に
続
い
て
御
開
帳
が
と

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
得
難
い
御
縁
に
出
会
い
た
い

と
参
詣
さ
れ
た
遠
近
の
客
は
、
信
徒

の
皆
さ
ん
の
奉
仕
に
よ
っ
て
も
て
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
厨
子
が
閉
め
ら
れ
る
時
間
が
近
づ

く
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
本
堂
に
集

ま
ら
れ
は
じ
め
、
静
か
に
そ
の
と
き

を
待
ち
ま
し
た
。

　
御
祈
祷
太
鼓
が
本
堂
に
響
き
渡
り
、

打
ち
切
ら
れ
、
最
後
の
お
勤
め
も
終

わ
り
ま
し
た
。

　
正
養
寺
住
職
の
柴
田
武
帥
さ
ん
と
、

御
開
帳
実
行
委
員
長
で
あ
っ
た
今
泉

亘
克
さ
ん
（
杉
山
）
の
お
二
人
が
、

あ
と
五
十
年
開
か
れ
な
い
厨
子
の
前

に
立
た
れ
ま
し
た
。

　
柴
田
住
職
は
六
十
五
歳
、
今
泉
さ

ん
は
七
十
二
歳
、
お
そ
ら
く
再
び
御

開
帳
を
迎
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。

　
あ
ふ
れ
る
思
い
を
胸
に
、
二
人
の

手
に
よ
っ
て
静
か
に
扉
が
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
見
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
に
い
て

地
域
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
安
心
感
、

五
十
年
後
に
は
次
の
世
代
に
よ
っ
て

再
び
御
開
帳
が
営
ま
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
そ
れ
は
御
先
祖
達
の
願
い
や
思
い

を
よ
み
が
え
ら
せ
伝
え
て
行
く
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
も
会
え
る
仏
像
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
正
養
寺
の
観
音
様
は
五
十

年
に
一
度
姿
を
現
す
と
い
う
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
人
々
の
心
に
深
く
宿
り
、

確
か
に
文
化
財
と
し
て
も
大
き
な
役

割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

市
民
編
集
委
員

　
　
横
山

良
哲

正養寺の十一面観音立像

し
ょ
う
に
ん

も
く
じ
き

こ

や
す

り
つ

ぞ

う

ち

　

ご

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん

か

ん

の

ん

ご
か
い
ち
ょ
う

し

ず

ぶ
 

す
い

の

ぶ
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し

よ
し

あ
き




